<3>地域連携 : 関西地区FD 連絡協議会 -6年目の活動成果- by unknown
Title<3>地域連携 : 関西地区FD 連絡協議会 -6年目の活動成果-
Author(s)





















1. 関西地区 FD 連絡協議会 第 6 回総会 
 
 6 2013 5 月 18 日に京都大学百周年時計台記念館において開催さ
れた。本総会では議事に先立ち、喜久里要氏（大阪大学）より「高等教育の新展開と学問の雄
飛に寄せて」の題目で講演があった。議事においては、各ワーキング・グループから 2012 年度
の活動報告および 2013 年度の活動方針、ならびに決算・予 計画について報告があり、承認が




第 6 回総会プログラム 
総 会【京都大学 百周年時計台記念館】13：00～ 






議 事 14:45～ 
 
 議  長：大塚 雄作（京都大学・代表幹事校代表） 
 (1) 平成 24 年度活動報告について 
 (2) 平成 25 年度活動方針について 
 (3) 平成 24 年度決算について 
 (4) 平成 25 年度予算について 
 (5) 次期幹事校の選出について 
 (6) 関西地区 FD 連絡協議会の今後について 
 (7) その他 
 
ポスターセッション「FD 活動報告会 2013」【国際交流ホール】16：00～ 
     


























































　本協議会の会員校数は、2013 年 12 月 25 日現在で 149 校（123 法人）である。括弧内の「法
人」の表記 については、同一法人組織である大学と短期大学（部）が単一の機関として入会
していることを示す。昨年 2012 年 10 月 1 日時点では、145 校（121 法人）であり、会員校
数は約１年間で 4 校（2 法人）の増加となる。会員校リストを表１に示す。
　本協議会の組織図を図 1 に示す。本協議会の組織体制は、代表幹事校 1 校、常任幹事校 5 校、
幹事校 11 校、監査役 2 校で構成されている（表 2）。
　本協議会の活動を推進するため、4 つの WG として「FD 共同実施 WG」「FD 連携企画 WG」「広
報 WG」「研究 WG」が設置されている（なお、「FD 情報支援 WG」については、第 5 会総会
にて解散と他 WG への合併が提案され、了承を得た。）。これら WG の活動については、本書






























































表 2　関西地区 FD 連絡協議会の組織体制




















表 2 関西地区 FD 連絡協議会の組織体制 
  * は規約施行の最初の特例措置として、3年任期の幹事校。 
 







*は WG の責任校。各部に、代表幹事校（京都大学）が連絡担当として加わる 
 





 25 4 15 15 00～ 
 議室（本部棟 5  
  
1. 24  
2. 25  
3. 24  
4. 25  
5. [任期満了による交替] 




○ 1  関西地区FD 連絡協議会幹事会（第8回）  ( 1) 
○資料－2  平成24年度関西地区FD連絡協議会事業報告〔事務局関連〕(本節資料2) 
資料－3  関西地区FD連絡協議会会員校一覧・大学連絡先（平成25年4月15日現在） 
代表幹事校（任期4年） 京都大学 
事 務 局 京都大学 
常任幹事校（任期4年） 大阪大学 大阪市立大学 神戸大学 同志社大学 立命館大学 
幹 事 校（任期4年） 大阪府立大学 関西大学*  関西学院大学 神戸常盤大学* 
龍谷大学・龍谷大学短期大学部 和歌山大学* 
監 査 役（任期2年） 大阪工業大学 近畿大学 
FD 共同実施部 大阪大学* 関西学院大学 京都大学 
FD 連携企画部 立命館大学* 関西大学 神戸常盤大学・神戸常磐大学短
期大学部 大阪府立大学 京都大学 
広 報 部 大阪市立大学* 和歌山大学 京都大学 
研 究 部 神戸大学* 龍谷大学・龍谷大学短期大学部 同志社大学
京都大学 
表 2 関西地区 FD 連絡協議会の組織体制 
  * は規約施行の最初の特例措置として、3年任期の幹事校。 
 







*は WG の責任校。各部に、代表幹事校（京都大学）が連絡担当として加わる 
 





 25 4 15 日（月）15：0 ～ 
 5  
  
1. 平成 24 年度活動報告案について 
2. 平成 25 年度活動方針案について 
3. 平成 24 年度決算案について 
4. 平成 25 年度予算案について 
5. 次期幹事校の選出について[任期満了による交替] 




○資料－1  関西地区FD 連絡協議会幹事会（第8回）出席者名簿 (本節資料1) 
○資料－2  平成24年度関西地区FD連絡協議会事業報告〔事務局関連〕(本節資料2) 
資料－3  関西地区FD連絡協議会会員校一覧・大学連絡先（平成25年4月15日現在） 
代表幹事校（任期4年） 京都大学 
事 務 局 京都大学 
常任幹事校（任期4年） 大阪大学 大阪市立大学 神戸大学 同志社大学 立命館大学 
幹 事 校（任期4年） 大阪府立大学 関西大学*  関西学院大学 神戸常盤大学* 
龍谷大学・龍谷大学短期大学部 和歌山大学* 
監 査 役（任期2年） 大阪工業大学 近畿大学 
FD 共同実施部 大阪大学* 関西学院大学 京都大学 
FD 連携企画部 立命館大学* 関西大学 神戸常盤大学・神戸常磐大学短
期大学部 大阪府立大学 京都大学 
広 報 部 大阪市立大学* 和歌山大学 京都大学 























大 阪 大 学 全学教育推進機構 企画開発部長・教育学 習 支 援 部 門 長 竹 村 治 雄 常任幹事校
大 阪 市 立 大 学 大 学 教 育 研 究セ ン タ ー
学 長 特 別 補 佐 ・
副 所 長 ・ 教 授 大 久 保 敦 常任幹事校
神 戸 大 学 大学教育推進機構 教 授 山 内 乾 史 常任幹事校
同 志 社 大 学 学習支援・教育開発セ ン タ ー 事 務 室 事 務 長 井 上 真 琴 常任幹事校
立 命 館 大 学 教育開発推進機構 教 授 安 岡 高 志 常任幹事校
〃 教 育 開 発 支 援 課 課 長 佐 々 木 浩 二
大 阪 府 立 大 学 高等教育推進機構
学 長 補 佐 ・
高等教育推進機構長
副 機 構 長
高 橋 哲 也 幹事校
〃 教 育 推 進 課 課 長 柳 嘉 夫
関 西 大 学 教 育 開 発 支 援セ ン タ ー セ ン タ ー 長 田 中 俊 也 幹事校
〃 授業支援グループ 職 員 竹 中 喜 一
関 西 学 院 大 学 高 等 教 育 推 進セ ン タ ー セ ン タ ー 副 長 北 村 昌 幸 幹事校
〃 高 等 教 育 推 進セ ン タ ー 中 村 洋 右
神戸常盤大学・神戸常盤
大 学 短 期 大 学 部 保 健 科 学 部 教 授 松 田 光 信 幹事校
龍谷大学・龍谷大学短期
大 学 部
大 学 教 育 開 発
セ ン タ ー セ ン タ ー 長 長 谷 川 岳 史 幹事校
〃 教 学 企 画 部 課 長 河 村 由 紀 彦
和 歌 山 大 学 教 育 企 画 課 課 長 山 田 博 文 幹事校
京 都 大 学 高等教育研究開発推進 セ ン タ ー センター長・教授 大 塚 雄 作 代表幹事校
〃 〃 教 授 松 下 佳 代
〃 〃 教 授 飯 吉 透
〃 〃 准 教 授 溝 上 慎 一
〃 〃 准 教 授 田 口 真 奈








年月日 会議等 内容 備考













































24.5.24 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学
24.5.24 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
24.5.29 (総会欠席校) 関西地区ＦＤ連絡協議会第5回総会につきまして ◆欠席校に総会資料を送付のうえ審議。全ての議題について了承
24.6.1 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：関西大学
24.6.11 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学
24.6.21 （全会員校） 関西地区ＦＤ連絡協議会会費の納入につきまして（お願い）
24.7.2 幹事会【報告】 関西地区FD連絡協議会（大学/短期大学(部)併設校）一括取り扱い申し込みについて ◆一括取り扱い：京都華頂大学・華頂短期大学
24.7.6 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：関西学院大学
24.8.10 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：京都大学
24.8.24 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：大阪大学
24.8.30 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会入会申込について ◆新規入会：宝塚大学
24.9.19 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会入会申込について ◆新規入会：梅花女子大学・梅花女子大学短期大学部
24.10.31 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：関西大学
24.11.2 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
24.11.19 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
24.11.26 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学
24.11.26 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：神戸大学
24.11.27 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：龍谷大学
24.11.29 (幹事校) 関西地区ＦＤ連絡協議会第6回総会の日程について ◆第6回総会を平成25年5月18日に開催する旨了承
24.12.18 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会入会申込について ◆新規入会：大阪河﨑リハビリテーション大学








25.1.25 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：京都大学











25.2.25 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学
25.2.25 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学
25.2.27 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会主催講演会の開催について ◆共同主催：神戸大学





















 FD 共同実施 WG は、初任者研修の企画立案をはじめ、会員校が共同で実施する活動を行う。









































2012 年度は合計 4 大学 9 回の研修会が公開され、関西地区 FD 連絡協議会より「初任教員向









































































質問 1.あなたはどのような立場で今回の研修会に参加しましたか（複数回答可）  
 新任教員として：15 名 
 学内の FD 担当委員として：6 名 
 新任教員ではないが研修会に関心を持って：16 名 
 事務職員として：1 名 
 その他：2 名（教務委員として、教務委員会からの依頼） 
 
質問 2.あなたは今回の研修会のことをどのようにして知りましたか（複数回答可） 
 学内のビラ・ポスターから：3 名 
 関西 FD の HP から：1 名 
 FD 業務を担当する教職員から：22 名 
 その他の教職員から：1 名 
 関西 FD からの E メールによる案内で：9 名 




 大学から参加するよう指示があったから：4 名 
 FD 担当委員の業務として参加する必要があったから：2 名 
 自分の教育能力を高めたかったから：28 名 
 大学教育を考える機会が欲しかったから：11 名 
 実際に教育を行う上で悩んだり困ったりしたことがあるから：15 名 
 研修会の内容そのものに興味をもったから：19 名 
 他大学の研修会に参加してみたかったから：6 名 












































































































関西 FD 共同実施 2013 年度予算案 
 
品目 内訳 金額 
1 
初任教員向けプログラム 





研修会参観交通費 ¥10,000  
研修会開催補助（講師謝金、広報等） ¥50,000  





雑費 ¥10,000  
合計 ¥250,000  
※「１．パンフレット・ポスター・ホームページ作成・発送」は 2010 年度の実績より算出 





FD連携企画 WG 2012年度活動報告・2013年度活動方針案 
 





















 ・京都大学（松下佳代）  ……事務局 
◇関西 FD パイロット校 
・神戸常盤大学（松田光信）：2008.5～（2011.5 更新） 
・藍野大学医療保健学部理学療法学科（平山朋子）：2009.3～（2012.4 更新）   
 ・大阪府立大学（新井隆景／高橋哲也）：2012.1～  
   ※パイロット校の認定期間（３年間・更新可） 
◇FD 連携企画 WG 
 上記の 6 校 
 ＋京都精華大学共通教育センター（高橋伸一）……2011 年度より参加   計 7 校 
 
 
2． 2012 年度活動報告 
 
2-1．単行本の刊行 
 FD 連携企画WG が 2008年度より行ってきた「思考し表現する学生を育てる」という
テーマのシンポジウムやワークショップの成果をまとめて、関西地区 FD 連絡協議会・
京都大学高等教育研究開発推進センター編『思考し表現する学生を育てるためのライティ
ング指導のヒント』（ミネルヴァ書房、2013 年 3 月、A5・272 ページ、定価 2,800 円）を
刊行し、本協議会の全会員校に各 1 冊配布した。本書所収の図表の一部も、著者の許可を






 （松下佳代・田川千尋・坂本尚志）  
 
 Ⅰ ライティング指導のフレームワーク 
第１章 思考し表現する力を育む学士課程カリキュラムの構築 
    ――Writing Across the Curriculum を目指して（井下千以子） 
 
 Ⅱ レポート・論文の作成指導 
第２章 「十字モデル」で協同的に論文を組み立てる（牧野由香里）  
コラム１ 「十字モデル」を使った試み 
    ――卒業研究の「プレゼミ」として（齊尾恭子・橋寺知子） 
第３章 モジュールに基づいた小論文作成技法（小田中章浩）  
 
 Ⅲ 初年次教育 
第４章 初年次アカデミック・リテラシー科目「日本語の技法」（薄井道正） 
第５章 自己省察としての文章表現 
    ――「日本語リテラシー」の教育実践を事例として（谷 美奈）  
 
 Ⅳ 学士課程を通じたライティング指導 
第６章 専門教育・卒業論文につなげる初年次教育 
    ――ピア・サポートの取り組み（土井健司・小田秀邦） 
第７章 読書感想文から臨床実習報告書までのライティング指導（髙橋泰子）  
 
 Ⅴ 卒論・ゼミ指導 
第８章 自分のテーマを２年間かけて卒論に仕上げる 
    ――学びのコミュニティづくりとグループ学習の技法（北野 収）  
 
 Ⅵ 理系のライティング指導 
第９章 論文作成のための科学的和文作文法指導（倉茂好匡） 
コラム２ 大講義で書くことを通じて学ばせる（矢野浩二朗）  
第 10 章 工学系のためのライティング指導 
    ――導入教育から実験レポートまで（池田勝彦） 
 
 Ⅶ コピペ問題とコピペ対策 
第 11 章 コピペ問題の本質（杉光一成）  




巻末資料１ 「論文の書き方」本から見るライティング指導の位置（坂本尚志）  





会員校に各 1 冊、著者に各 10 冊、WG メンバー校に各 3 冊送付した。なお、送料、非会員
校執筆者（3 名）への執筆料は、2012 年度予算より支出することとした**。 
  *2,240 円/冊（2,800 円×0.8）×425 冊＝999,600 円 


































大阪府立大学 IR（Institutional Research）にもとづく授業・カリキュラム改善、学士の質保証 
 

4． 予算 （案） 
 
4-1．支出
・『ライティング指導のヒント』購入（ワークショップ用）   9 万円程度＊ 
 ＊2,240 円（2,800×0.8）/名×40 名＝89,600 円 （＊検討中） 
 
4-2．収入
・資料代：計 100,000 円（2,500 円/名×40 名）程度 （＊検討中） 
＊ワークショップにおいて、『ライティング指導のヒント』を参考資料として使用するこ
ととし、資料代を徴収する。今回は、関西大学・津田塾大学共同主催、関西 FD 共催の










 広報 WG は、本協議会に関する広報業務をおこなう。具体的には、(1) ウェブサイトおよびメーリン




 広報部は以下のように構成されており、2013 年 4 月現在、部と WG の構成員は一致している（敬称
略）。2012 年度末に、和歌山大学と京都大学に構成員の変更があった。 
  ・大阪市立大学（大久保敦）･･･責任校 
  ・和歌山大学（藤永博） 




 ニュースレターについては、第 8 号（7 月、編集責任者：伊東千尋（和歌山大学））、第 9 号（12 月、
編集責任者：伊東千尋（和歌山大学））の 2 号を発行した（図 1）。900 部作成し、全会員校および原稿
執筆者宛に送付した。非会員校についても入会を促すため各号 1 部を送付した。また、ニュースレター
の PDF 版を協議会ウェブサイトへ掲載し一般公開した。 
 2012 年度は、前年度に引き続き、協議会が企画・実施したイベント等の活動報告や、各 WG からの
お知らせのほか、会員校間の FD 活動に関する情報共有を促進するため、個別の会員校における FD の




会と同日に開催された「FD活動報告会 2012」についての報告もなされた。第 9 号（タイトル：「よろし











(a) 第 8 号              (b) 第 9 号 
図 1 関西地区 FD 連絡協議会 ニュースレター 
 
 





2-3．「FD 活動報告会」関連業務  
 2012 年度総会にて開催された FD 活動報告会 2012 の報告書を作成し、ニュースレター第 8 号と合わ
せて会員校に送付した（図 3）。また、FD 活動報告会におけるポスター発表の原稿作成は MOST













・第 10 号（7 月頃） 
 内容（案）：2013 年度総会報告、協議会活動報告、会員校取り組み紹介など 
 ※「FD 活動報告会 2013」の報告書（PDF 版）と同報する予定 






3.3 FD 活動報告会の関連業務 
 2013 年度の総会と合わせて開催される「FD 活動報告会 2013」の報告書を作成し、ニュースレター
第 10号に同報する形で会員校に送付する。ニュースレター同様、今年度よりPDF版のみの作成とする。








 ・ドメイン維持費 年額 4,620 円 
 ・サーバー維持費 年間 50,400 円（@4,200 円×12 ヶ月） 
2) ニュースレター関連 
 ・ニュースレター第 10 号作成費 63,000 円（12 頁、PDF 版のみ） 
 ・ニュースレター第 11 号作成費 42,000 円（8 頁、PDF 版のみ） 
 ・総会テープ起こし費     26,250 円 
3) 「FD 活動報告会 2013」関連 
 ・報告書作成費 200,000 円（PDF 版のみ） 
 ・文房具 111,000 円（FD 活動報告会用、トナー・ロール紙等） 
 









日 時：2013 年 3 月 1 日（金）14:30〜17:00 
場 所：京都大学吉田南１号館 １共２３教室（下記の会場地図参照） 
主 催：京都大学高等教育研究開発推進センター 
共 催：関西地区 FD 連絡協議会 広報 WG 
 
概 要 
来る 5 月 18 日開催の関西地区 FD 連絡協議会第６回総会では、会員校の FD 活動に関わる報告を、ポスター





※MOST（Mutual Online System for Teaching & Learning：モスト）は、大学教員の教育研修のためのオンライン支
援システムです。 
 
参加条件：関西地区 FD 連絡協議会会員校に所属する教職員。5 月 18 日開催の本協議会総会において、ポス
ター発表をおこなう会員校を優先します。定員は 30 名。 
※PC 操作をおこないますので、実際に MOST を利用される教職員のご参加を推奨します。 






















 14:00 受付開始 
 14:30 趣旨説明、MOST・KEEP Toolkit の概要説明 
 14:40 操作説明 
 15:20 参加者によるスナップショット※作成 
 17:00 終了 
※「スナップショット」とは MOST 内の KEEP Toolkit を利用して作成したコンテンツを指します 
 











 研究ワーキンググループ（WG）は、年度、関西地区 )'連絡協議会第 回総会（月
日）において承認された今年度の活動方針に基づいて、二つのサブグループ（SG）を中心
に活動を行った。その二つの研究 SG は、「FD メディア研究 SG」（主査校：大阪成蹊大学）、
「FD デザイン研究 SG」（主査校：神戸大学）である。研究 WG、各研究 SG の活動等につい





 FD メディア研究 SG は、出欠確認研究 SG から名称を改めて 3 年目を迎えた。2012 年度も、
4 回の研究会を開催した。 
 
１－１．第１回会合 （通算 17回会合） 
（a）開催概要 
・日 時：2012 年 6 月 15 日（金） 16 時 30 分～18 時 30 分 
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス 中央館 5 階 537 教室 
・参加校・企業：大学・短大 15 校、専門学校 1 校、高校 1 校、企業 1 社、合計 21 名 
 
（b）議 事 
1. 奈良文化女子短期大学の FD~AP，CP，DP 策定の経緯と今後～ 






1.2 ３つのポリシーの背景 中央教育審議会の答申より 
1.3 求められる３つのポリシー 認証評価の観点から 
1.4 本学ディプロマポリシー(DP)策定の経緯 








 京都大学高等教育研究開発推進センター長大塚雄作先生より総括を頂いた。  
 
3. 新規会員等の自己紹介  
 新メンバーおよび会合に初めて参加した会員の自己紹介があった。  
   
１－２．第２回会合 （通算 18回会合） 
（a）開催概要 
・日 時：2012 年 9月 7 日（金）16:30～18:30
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス 中央館１階特別会議室















１－３．第３回会合 （通算 19回会合） 
（a）開催概要 
・日 時：平成 24 年 12 月 14 日（金） 16 時 30 分～ 
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス 中央館１階特別会議室



















１－４．第４回会合 （通算 20回会合） 
（a）開催概要 
・日 時：平成 25 年 2 月 20 日（水） 16 時 30 分～18 時 30 分 
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス １階特別会議室 



















前期 2 回、後期 2 回の「携帯電話での授業アンケート、出欠確認」見学会を行った。 
1. 前期 6 月 11 日（月）12 時 50 分～14 時 30 分 
 場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 301 教室および福永研究室 
 参加：6 校、8 名 
 予定では 1 時間であった見学会を 1 時間延長して、福永研究室でさらに詳細な説明をした。 
2. 前期 6 月 15 日（金）15 時 30 分～16 時 30 分 
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Ⅲ−１. 資料６
場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 537 教室 
 参加：10 校、1 企業、15 名 
3. 後期 11 月 14 日（水）12 時 50 分～14 時 40 分 
 場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 549 教室および福永研究室 
 参加：2 校、1 企業、4 名 
 予定では 1 時間であった見学会を 50 分延長して、福永研究室でさらに詳細な説明をした。 
4. 後期 11 月 20 日（火）11 時 50 分～12 時 50 分 
場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 525 教室 
 参加：1 大学、1 高校、3 名 








 研究 WG・FD デザイン研究サブグループ（以




























 昨年度実績に鑑み、本年度も引き続き、「FD メディア研究 SG」、「FD デザイン研究 SG」
の二つの SG において、共同研究活動を推進する。研究 WG は、その活動に必要な支援を
行う。
 本研究 SG の活動内容は、関西 FD のホームページに掲載すると共に、公開研究会や大学
教育研究フォーラム（京都大学）の場などを利用して、共有を図る。 
 本年度は、特に新規の SG を作ることはしないが、新規 SG の立ち上げ希望も含めて、総





 SG 研究会を 4 回開催する。ケータイ等を利用した授業アンケート、出欠確認の見学会を

















III − 2.　FD活動報告会 2013
　2013 年 5 月 18 日（土）、関西地区 FD 連絡協議会第 6 回総会において、会員校で組織的に
取り組まれている FD や教育改善の活動についてポスター発表の形式で情報交換をおこなう
「FD 活動報告会 2013」が開催された（写真 1、資料 1）。本報告会は、今年度で 4 度目の開催
であった。初年度は幹事校を中心に 17 件、一昨年度は 12 件、昨年は 17 件の発表であったが、
























　ポスターの原稿は、MOST を利用し、KEEP Toolkit を使ったスナップショットとしてオン
ライン上で作成することが推奨されている。従来と同様、多くの発表校が MOST を利用して
原稿を作成し、これ以外の発表原稿と合わせて一覧にしたものを、協議会の成果としてウェブ

















うち、「5 非常に満足している」12 件、「4 まあまあ満足している」16 件、「3 どちらともい
えない」1 件、「2 あまり満足していない」0 件、「1 全く満足していない」0 件と、５件法の
評定平均値が 4.38 と、過去最高値となった（2012 年度：4.29、2011 年度：4.32、2010 年
度： 4.26）。本取り組みがこれまで同様、参加者にとても好評であったといえる。自由記述か
らは、「日々学生・教育で悩んでいる事を相談できて感謝申し上げます」「e ポートフォリオ、













関西地区 FD 連絡協議会 第 6 回総会 
 
 




 13:00 総会（百周年記念ホール） 
 16:00 ポスターセッション「FD 活動報告会 2013」（国際交流ホール） 










 12 月中旬   ニュースレター9 号発行（発表校の参加受付開始） 
2013 年 
 2 月 22 日（金） 参加受付締切り（第一次：MOST 講習会参加希望者のみ） 
 3 月 1 日（金） MOST 講習会（於：京都大学） 
 2 月 20 日（金） 幹事校会議（ポスター発表校（経過）、ピアレビュー担当校の承認） 
 3 月 22 日（金） 参加受付締切り（最終） 
 4 月 26 日（金） 発表原稿提出締切り 
 5 月 7 日（月）〜 ピアレビュー担当校に発表原稿、コメントシート記入要領を通知 
 5 月 18 日（土） 総会「FD 活動報告会 2013」 
 5 月 31 日（金） 発表者からの回答コメント締切り、原稿の修正期限 
 6 月中旬 MOST 上での共有化、関西 FD の HP からリンク 




























（1）2013 年 3月 19 日（火）　大阪大学
　「対話授業とは何か」　関西 FDからの参加者：20名
　2013 年 3月 19 日（火）に、大阪大学（豊中キャンパス）ステューデント・コモンズ（総合棟Ⅰ）
2階・セミナー室Ⅰにおいて、平成 25年度大阪大学共通教育新任教員研修が開催された。
3-1. 初任教員向けプログラムの実施 
 2013 5 研修会を公開した。参加者
などの詳細は表１に示した通りである。 
 





























































































加盟校 6 名 






（1）2013 年 3 月 19 日（火） 大阪大学 
「対話授業とは何か」 関西 FD からの参加者：20 名 
2013 年 3 月 19 日（火）に、大阪大学（豊中キャンパス）ステューデント・コモンズ（総合























第 1講　10:10 ～ 12:10　授業の基本①－基本の基本－
第 2講　13:00 ～ 14:45　授業の基本②－授業展開上の罠－


































（3）2013 年 6月 28 日（金）滋賀県立大学
　『大学生への作文法指導』　関西 FDからの参加者：26名
　滋賀県立大学で「大学生への作文法指導」研修会が開催された。講師は滋賀県立大学教育実
践支援室長の倉茂好匡先生であり、開催時間は 18:30 ～ 20:30 であった。
　研修会では、滋賀県立大学環境科学部環境生態学科で実際に行っている作文力向上のための





















第 1講　10:00 ～ 12:00　授業の基本①－基本の基本－
第 2講　13:00 ～ 15:00　授業の基本②－授業展開上の罠－





















































































































1. 大学から参加するよう指示があったから：14 名（←3 名） 
2. FD 担当委員の業務として参加する必要があったから：7 名（←2 名） 
3. 自分の教育能力を高めたかったから：50 名（←24 名） 
4. 大学教育を考える機会が欲しかったから：20 名（←11 名） 
5. 実際に教育を行う上で悩んだり困ったりしたことがあるから：34 名（←12 名） 
6. 研修会の内容そのものに興味をもったから：41 名（←15 名） 
7. 他大学の研修会に参加してみたかったから：8 名（←5 名） 












































































































































































































































































































































































◆ FD 連携企画 WG
　上記の FD 連携企画部、および以下の 3 校を含む計 7 校
　・藍野大学医療保健学部理学療法学科（平山朋子）　＊関西 FD パイロット校









　FD 連携企画 WG には、ニーズの高いテーマに関連して自校の FD に取り組む会員校を「関
西 FD パイロット校」として支援するという特色がある。2013 年 12 月現在、神戸常盤大学、
藍野大学、大阪府立大学の 3 校が関西 FD パイロット校となっている。
　（b）活動計画
















ング指導のヒント』を刊行した（ミネルヴァ書房、2013 年 3 月、A5・272 ページ、定価 2,800
円）。多くの方に読まれ、初版がもうすぐ売り切れるとの連絡を出版社から受けている。











　FD 連携企画ワーキンググループ（WG）では、2013 年 12 月 14 日に関西大学にてワーク
ショップ「思考し表現する学生を育てる V―レポート・ライティングに関する授業設計を考え










































































































　2013 年度の広報 WG における活動報告を以下におこなう。今年度の具体的な活動として、
ニュースレター 10 号・11 号の発行、ホームページおよびメーリングリストの維持・管理、「FD
活動報告会」に関する広報関連業務をおこなった。
2‒1.　ニュースレターの発行
　本年度のニュースレターは、第 10 号（9 月、編集責任者：大久保敦）と第 11 号（1 月、編
集責任者：大久保敦）の 2 号を発行した（図 1）（ただし、本稿執筆時点で第 11 号は未発行）。
昨年度までは、冊子媒体で 900 部印刷し全会員校宛に送付していたが、予算の縮小により、




る FD の取り組み紹介を充実させてきた。第 10 号（タイトル：「節目を迎えた関西 FD」）では、
第 6 回総会、FD 連携企画 WG による「ライティング指導のヒント」の刊行報告に加え、流通
科学大学、大阪体育大学、大阪河﨑リハビリテーション大学、大阪大学、滋賀県立大学より活
動報告がなされた。また、総会と同日に開催された「FD 活動報告会 2013」に関する報告も
なされた。第 11 号では、FD 連携企画 WG によるワークショップ「レポートライティングに











図 1　関西地区 FD 連絡協議会ニュースレター 第 10 号
（※本稿執筆時点で第 11 号は未発行）
図 2　関西地区 FD 連絡協議会　ウェブサイト
− 177 −
表 1　ウェブサイトのアクセス数（4 〜 11 月）
2‒3.　「FD活動報告会」関連業務
　2013 年 5 月の総会で開催した「FD 活動報告会 2013」（III−2 参照）に関する広報業務をお





　2013 年度総会において予定されている「FD 活動報告会 2014」におけるポスターセッショ
ンの発表原稿の作成と会員校間での蓄積、共有をおこなうため、京都大学で構築したオンラ
イン FD 支援システム「MOST」（https://most-keep.jp）内で原稿を作成することが推奨され












図 2 関西地区 FD 連絡協議会 ウェブサイト 

表1 ウェブサイトの ス数（4〜11月） 
月 トータルアクセス数 ユニークアクセス数 
11 1,681 352 
12 1,667 399 
1 1,730 414 
2 1,685 344 
3 2,391 445 
4 3,619 460 
5 3,087 537 
6 2,330 498 
7 2,857 641 
8 1,688 488 
9 2,693 746 
10 1,740 554 







研究 WG、各研究 SG の活動等については、関西地区 FD 連絡協議会の各 WG の活動に関する
ホームページ（http://www.kansai-fd.org/wg/）に掲載されている。
1.　FDメディア研究 SG
　FD メディア研究 SG は、出欠確認研究 SG から名称を改めて 4 年目を迎えた。2012 年 12






で前期 2 回（2013 年 6 月 7 日に 2 回）・後期 3 回（2013 年 11 月 5 日、11 月 6 日、12 月 13 日）
開催された。
2.　FDデザイン研究 SG
　FD デザイン研究 SG は、今年度、神戸大学大学教育推進機構主催で、FD 講演会を 3 回（2013






































この中で重要な役割を果たすのが JASSO である。JASSO は、奨学金貸付事業がとかくクロー
ズアップされがちであったが、国際交流の促進においてもきわめて重要な役割を担っている。













滋賀県立大学主催 関西地区 連絡協議会 共同実施共催 
年度「授業の基本」ワークショップ 『授業の基本と授業づくり』 
 授業の基本①－基本の基本－ 












関西大学教育開発支援センター主催 関西地区 連絡協議会協賛  
第 回関西大学 フォーラム 
「アクティブ・ラーニングの方法、道具、環境」 
講師：名古屋大学高等教育研究センター准教授 中井俊樹 
於：関西大学千里山キャンパス第 学舎 号館 階 教室 
 
【協賛】 
近畿大学教育改革推進センター主催 関西地区 連絡協議会協賛 





 トムソン・ロイター シニア・ディレクター 棚橋佳子 
 近畿大学法学部教授 藤田直也 
 近畿大学経営学部教授・国際学生交流センター長 大村吉弘 
 近畿大学文芸学部准教授 李潤玉 
 近畿大学総合社会学部教授 秦辰也 
 近畿大学理工学部教授 中野人志 
 近畿大学工学部教授 髙山智行 
 ファシリテーター 




神戸薬科大学主催 関西地区 連絡協議会 共同実施共催 
「授業の基本」ワークショップ 
 授業の基本①－基本の基本－ 




於：神戸薬科大学 号館 階 第 演習室 
 
【共催】 
大阪工業大学主催 関西地区 連絡協議会 共同実施共催 
「授業の基本」ワークショップ 
 授業の基本①－基本の基本－ 


































 開会挨拶：京都大学高等教育研究開発推進センター長 大塚雄作 
趣旨説明：京都大学高等教育研究開発推進センター教授 松下佳代 
講演ワークショップ 
  「学びにおけるイノベーションの促進： 
、、 を巡って」 
  ハーバード大学教授 エリック・マズール 
パネルディスカッション 
  司会：京都大学高等教育研究開発推進センター教授 松下佳代 
  パネリスト： 
    京都大学高等教育研究開発推進センター教授 飯吉透 
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    京都大学高等教育研究開発推進センター准教授 溝上慎一 










於：神戸国際大学 号館 階 教室（ミカエルホール） 
 
【協賛】 
大阪大学教育学習支援センター主催 関西地区 連絡協議会協賛  
「『学生主体』の授業デザインと運営方法 
  ～アクティブ・ラーニングの基盤体験セミナー」 
講師：   名誉会長 ボブ・パイク 
   ダイナミックヒューマンキャピタル株式会社代表取締役・ 
      認定マスタートレーナー 中村文子 
於：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 
ステューデント・コモンズ 階 開放型セミナー室 
 
【共催】 
関西大学・津田塾大学主催 関西地区 連絡協議会 連携企画共催  
「思考し表現する学生を育てるⅤ 
－レポート・ライティングに関する授業設計を考える－」 
第 部 講演 
開会の挨拶 関西大学教育開発支援センター長 田中俊也 
 基調講演「レポート・ライティングの授業デザインを考える」 
  青山学院大学教育人間科学部准教授 杉谷祐美子 
 現状報告「初年次教育の経験－読んだ、書いた、わかった？」 
  津田塾大学学芸学部教授 大島美穂 
第 部 ラウンドテーブル 







於：関西大学第 学舎 号館 階 教室 
 
【協賛】 












兵庫教育大学主催 関西地区 連絡協議会協賛  
第 回「兵庫教育大学アクティブ・ラーニング研修会」 
 公開授業（授業科目：教育方法学） 
  授業担当者 授業実践開発コース講師 伊藤博之 
 授業研究会 




滋賀県立大学主催 関西地区 連絡協議会協賛  
「グループワークを授業で取り入れるための研修会」 
    「大学におけるグループワーク授業、授業実践例①」 
木村裕（滋賀県立大学人間文化学部） 
    「（  ）の実践報告（授業実践例②）」 
荒川千登世（滋賀県立大学人間看護学部） 
「グループワーク授業の実態と課題、授業実践例③」 






第 回関西大学 フォーラム 
「アクティブラーニングことはじめ 」 
 基調講演：関西大学教育推進部教授 三浦真琴 
 ポスターセッション 
 フィードバック 










基調講演： （       





   ―、オープンエデュケーション、利用による教育支援を 

























関西地区 連絡協議会 広報共催  
講習会 
 趣旨説明、・ の概要説明 







関西地区 連絡協議会 研究 デザイン 共催  
「グローバル人材育成と 」 
講師：米川英樹（日本学生支援機構理事） 








  報告者： 
   小野和宏（新潟大学歯学部教授／副学長） 
      久保猛志（金沢工業大学副学長／教育点検評価支援担当） 
   上杉志成（京都大学物質－細胞統合システム拠点教授／副拠点長） 
   岡田圭子（獨協大学経済学部教授／全カリ英語部門担当／ 
事業推進責任者） 
  指定討論者： 




  司会：松下佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授） 
その他、個人研究発表、小講演、参加者企画セッション 









  吉見俊哉（東京大学副学長、大学総合教育研究センター長） 
 講演１「変容する博士課程教育 −学生と指導教員への示唆−」 
   （      
  ） 
講演２「大学院生に向けた大学教員養成の取組み」 
   （      ） 
 講演３「東京大学フューチャーファカルティプログラムのインパクト」 
  栗田佳代子（東京大学大学総合教育研究センター准教授） 
 講演４「名古屋大学における大学教員養成支援」 




 パネリスト：吉見俊哉、 、 、中井俊樹、 
      中原淳（東京大学大学総合教育研究センター准教授）、竹村治雄
司会 佐藤浩章（大阪大学教育学習支援センター） 
於：大阪大学豊中キャンパス大学会館講堂 
 
（中村 麻紀） 
